
「Connect」、これは昨年度後期から引き続き掲げている生徒会
のスローガンです。日本語でも使われる「Connect」。繋がること
で生徒の意思を統一し、そのことから生まれる安心感や居心地

の良さに後押しされ一人一人は個性を生かすことができるのだ

という考えが込められています。繋がる機会を逃さず、1つ 1つ
の活動を大切にして、全校生徒全員がつながりを実感できるよ

うな学校を生徒会が主体となり創っていくことを期待していま

す。新型コロナウイルス感染防止のため、全員が集まっての活動ができににくなっていますが、

まさに気持ちで繋がり生徒会活動を盛り立てていきましょう。

生徒総会は放送により実施（5月 13日）

○ 4月 7日の始業式、8日の入学式で始まった令和 2年度。その後緊急事態宣言を受けての 4月 20日
から 5月 6日までの臨時休業を経て学校を再開し、5月末を迎えました。
○今年は、新型コロナウイルス対策をしながらの学校生活で今までとは大きく違ったものとなってい

ます。マスクを着用し、机の間隔を広げ、教室の換気に気を配るなど、いわゆる密閉、密集、密接の

「三つの密」が生じやすい環境を減らした学校生活です。ちなみに、英語では「三つの密」を「三つ

の C」と表現するそうです。 "Three Cs"- closed spaces , crowded places and close contact -
○そんな中で、対面式やオリエンテーションなど、全校生徒で一斉に行えないこともありましたが、

生徒会活動や部活動、授業などで「やりくり」をしながら、活動を充実させようとする生徒の姿が見

られています。

○また、5・6 月に予定していた教育実習、7 月初めの研究発表大会が中止となります。附属学校とし
ての使命である取り組みがなくなるほど新型コロナウイルスの影響は大変大きいです。ですがその分、

臨時休業で不足している授業ができる状況です。今後臨時休業がなければ、授業時数は十分に確保で

きます。しっかり授業を行い、学習保障をしていきたいと考えています。

○なお、今後感染症の第2波・第3波が予想されることから、授業時間を今のうちに確保するため

に、夏休み等の長期休業を短縮して登校日を増やす等の措置を講じる必要がでてくるかもしれま

せん。その際は、なるべく早く生徒、保護者の皆さんにお伝えします。

○これから暑くなっていきますが、コロナウイルスへの対策をしながら、安心、安全に充実した

生活が送れるよう継続して取り組んでいきます。
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スクールカウンセラー紹介

5 月から 7 月までお世話になるスクー
ルカウンセラーの先生を紹介します。

谷口敏淳（たにぐち・としあつ）先生

です。附属学校部 4 校園を担当するカウ
ンセラーで、中学校には毎週火曜日の午

後来ていただいています。何か相談され

たいことがありましたら、お気軽に学校

までご連絡ください。

なお、9 月からは今までお世話になって
いました石本先生にバトンタッチします。

5 月 14 日（木）本年度 1 回目の執行委員
会をオンラインで実施しました。西川会長

さんの発案で、各執行委員と学校職員を

Zoom という会議システムで繋ぎ実施しま
した。

議題は、年間行事計画、予算、学年の集

い等です。新型コロナウイルス感染防止の

ため、多人数で集まることが困難なことが

予想されます。そのことを踏まえ、執行部

としての活動に対

する基本的な考え

方について主に話

し合いました。 6
月に予定している

役員会で提案する

予定です。

朝７：５０から８：００まで生徒会執行部を中心に

あいさつ運動を実施しています。並行して生徒玄関

をボランティアの生徒が清掃しています。どちらの

活動も附属中では伝統になっています。ちょうど多

くの生徒が登校する時間と重なっており、登校して

くる生徒たちと掃除をして

いる福祉委員の姿が朝の光

景の一つになっています。

これからも継続して取り

組んでいきます。

5月 13日（水）前期生徒総会が開催され、以下の 5つの Connectする活動を行っていくことが
承認されました。特徴的な活動をいくつか紹

介します。①の学級会・生徒委員会では 4、5
人のグループを作る際、机をつけないで、真

ん中に空間ができる配置で行います。②のあ

いさつ運動では、小中合同のあいさつ運動を

生徒同士の間隔をとって実施します。

③では、行事での縦割り活動の他に昼休憩の

時間に、ビブリオバトルのような生徒発案の

活動を行います。スローガンに込めた思いが

達せられることを期待しています。

①［Connect される附中］学級会・生徒委員会

②［心と心を Connectさせる］あいさつ運動

③［学年の枠を超えて Connectする］活動

④［生徒全員と生徒全員が Connect する］活動

⑤［Connectされる附中］マナーアップ活動


